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市
教
育
委
員
会
は
、地
域
の
実

情
に
合
わ
せ
た
学
校
再
編
に
向
け
、

「
登
米
市
立
小
中
学
校
等
再
編
構

想
」の
中
で
、令
和
５
年
ま
で
を
統

合
の
準
備
期
間
と
し
て
い
る
津
山
、

東
和
、米
山
、南
方
の
４
地
域
で
学

校
再
編
準
備
委
員
会
を
設
置
。委

員
会
は
、小
中
学
生
・未
就
学
児
の

保
護
者
や
地
域
の
代
表
者
な
ど
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

委
員
会
で
は
、統
合
の
実
施
や
統

合
校
の
位
置
な
ど
に
つ
い
て
協
議
す

る
ほ
か
、ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
校
舎

の
現
状
を
把
握
す
る
た
め
の
学
校

訪
問
を
実
施
。地
域
の
意
見
を
反

映
さ
せ
な
が
ら
、よ
り
良
い
教
育
環

境
に
な
る
よ
う
議
論
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
再
編
の
進
捗
や
学
校
再

編
準
備
委
員
会
の
開
催
状
況
な
ど

は
、「
学
校
再
編
だ
よ
り
」を
発
行

し
、お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。学
校

再
編
だ
よ
り
は
、統
合
を
進
め
て

い
る
地
域
の
各
家
庭
に
配
布
し
て

い
る
ほ
か
、市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

教
育
委
員
会
教
育

部
学
校
再
編
推
進
室（
学
校
再
編

推
進
係
）
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令
和
元
年
東
日
本
台
風（
台
風

第
19
号
）の
被
害
に
対
す
る
市
の

追
加
支
援
制
度
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。各
制
度
の
対
象
者
に
は
、別
途

案
内
を
送
付
し
ま
す
の
で
、詳
し

く
は
担
当
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

被
災
の
状
況
に
応
じ
て
、個
人

市
民
税
を
減
免
し
ま
す
。

被
災
に
よ
り
、次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
❶
納
税
義

務
者
が
死
亡
、ま
た
は
障
が
い
者

と
な
っ
た
❷
住
居
が
半
壊
以
上
と

判
定

所
得
に
応
じ
て
令
和

元
年
度
の
個
人
市
民
税
の
８
分
の

１
〜
全
て
の
割
合
を
減
免

総
務
部
税
務
課

（
市
民
税
係
）
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被
災
に
よ
り
、廃
車
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
軽
自
動
車
税
の
一
部
を

返
還
し
ま
す
。

軽
自
動
車
税
の
納
税
義

務
者
の
う
ち
、被
災
し
た
軽
自
動

車
な
ど
が
、使
用
不
能
な
ど
の
理
由

で
廃
車
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
人

令
和
元
年
度
軽
自
動

車
税
の
12
分
の
５
に
相
当
す
る
金

額

総
務
部
税
務
課

（
市
民
税
係
）

☎
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２
２
０（
２
２
）２
１
６
３

　

被
災
の
状
況
に
応
じ
て
、災
害
見

舞
金
を
支
給
し
ま
す
。被

災
に
よ
り
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
❶

死
亡
し
た
場
合
＝
10
万
円
❷
負
傷

し
、治
療
に
要
す
る
期
間
が
１
カ

月
以
上
の
場
合
＝
５
万
円
❸
住
居

が
全
壊
、全
焼
、流
失
し
た
場
合
＝

10
万
円
❹
住
居
が
大
規
模
半
壊
、

半
壊
、半
焼
し
た
場
合
＝
５
万
円

❺
住
居
が一部
損
壊（
準
半
壊
）、床

上
浸
水
し
た
場
合
＝
２
万
円

福
祉
事
務
所
生
活

福
祉
課（
福
祉
総
務
係
）

☎
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２
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準
半
壊
以
上
の
住
宅
被

害
が
あ
っ
た
災
害
救
助
法
に
基
づ

く「
応
急
仮
設
住
宅
」、「
住
宅
の
応

急
修
理
」に
よ
る
支
援
を
受
け
な

か
っ
た
世
帯

被
災
住
宅
の
補

修
、解
体
撤
去
お
よ
び
防
災
上
有

効
な
改
修
に
要
す
る
経
費

住
宅
の
修
理
な
ど
に
要

し
た
経
費
の
５
分
の
１
に
相
当
す

る
金
額
▼
半
壊
以
上
＝
上
限
10
万

円
▼
一
部
損
壊（
準
半
壊
）＝
上
限

５
万
円

建
設
部
営
繕
課

（
営
繕
係
）
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中
小
企
業
振
興
資
金
の
融
資
を

受
け
、金
融
機
関
に
支
払
っ
た
利

子
の
一
部
を
補
給
し
ま
す
。

市
が
発
行
す
る
被
災
証

明
書
の
交
付
を
受
け
て
い
る
中
小

企
業

融
資
日
か
ら
３
年
間

支
払
利
子
の
２
分
の
１

以
内
に
相
当
す
る
金
額

産
業
経
済
部
商
業

観
光
課（
商
業
振
興
係
）
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４
）２
７
３
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４
月
６
か
ら
15
日
ま
で
の
10
日

間
、全
国
一
斉
に「
春
の
交
通
安
全

運
動
」が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

市
は
、次
の
５
項
目
を
運
動
の

重
点
と
し
て
掲
げ
、各
地
区
で
の

街
頭
指
導
な
ど
、関
係
機
関
・
団
体

と
さ
ま
ざ
ま
な
交
通
安
全
活
動
を

展
開
し
ま
す
。

❶
子
ど
も
を
始
め
と
す
る
歩
行
者

の
安
全
の
確
保

❷
高
齢
運
転
者
等
の
安
全
運
転
の

励
行

❸
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

❹
飲
酒
運
転
の
根
絶

❺
交
差
点
と
交
差
点
付
近
の
交
通

事
故
防
止

　

４
月
は
、新
入
学
児
童
が
交
通

事
故
に
遭
う
ケ
ー
ス
が
見
受
け
ら

れ
ま
す
。自
動
車
や
自
転
車
を
運

転
す
る
皆
さ
ん
は
、子
ど
も
に
配

慮
し
た
運
転
を
心
掛
け
て
く
だ
さ

い
。ま
た
、将
来
の
登
米
市
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
見
本
と
な
る
よ
う

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
交
通
マ
ナ
ー

を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

　

登
米
市
は
県
内
他
市
町
村
と
比

べ
て
も
、飲
酒
運
転
に
よ
る
検
挙

数
・
事
故
件
数
の
割
合
が
高
い
地

域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
動
車
や
自
転
車
な
ど
を
運
転

す
る
と
き
は
、飲
酒
運
転
が
引
き

起
こ
す
事
故
の
重
大
性
を
十
分
に

認
識
し
、「
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
」

「
乗
る
な
ら
飲
ま
な
い
」を
実
践
し

ま
し
ょ
う
。

迫
町
佐
沼
字
中
江
一
丁
目
〜

五
丁
目

令
和
２
年
４
月
１
日

〜
令
和
４
年
３
月
31
日

❶
命（
死
亡
事
故
に
直
結
）

❷
家
族（
家
族
離
散
）

❸
仕
事（
会
社
か
ら
解
雇
）

❹
社
会
的
信
用（
マ
ス
コ
ミ
報
道
）

❺
免
許（
免
許
取
消
）

❻
お
金（
罰
金
や
遺
族
補
償
）

市
民
生
活
部
市
民

生
活
課（
市
民
総
務
係
）
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